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研究紹介とSDGsについて

山口大学は、教育・研究・国際及び地域貢献を通
じて、SDGsの達成に教職員が一丸となって積極的
に取り組んでいます。

各教員の研究説明の横にある絵記号は、その研究
が、SDGsのうち、主にどれに合致しているかを示
しています。

それぞれの目標については、裏表紙の一覧を参照
ください。

国際総合科学部は、“ 文系・理系” のような既存の枠組みで仕切られた学問領域の一部を追求す
るやり方ではない、時代に求められた“ 新たな学びの場” として設計されています。ここでの“ 学
び” は、学問領域を横断し、また融合し、その対象を日本と世界にも広げた“ 豊かな総合力” を修得
するものです。細分化した高度な知識や技術の深化を目指す学部がある一方で、国際総合科学部は
それらの統合設計・社会実装により、トランスフォーメーション（変革）を起こし、社会に新しい
価値を生み出そうとしています。

そのため、人材養成に必要な教員とその研究分野、思考方法も多岐に渡ります。本冊子を見てい
ただければ、きっと国際総合科学部での学びの豊かさや学際性を感じていただけることでしょう。
新しい価値を生み出すには、物事を様々な視点・思考で捉えなおす必要があります。この点で、私
たち国際総合科学部の研究者は、様々な場面で皆さまのお役に立てると考えています。

はじめに

山口大学国際総合科学部⾧ 杉井 学

SDGs:2015年9月に国連サミットが採択し、国連加盟193か国が2016年から2030年の15年間で
達成するために掲げた「持続可能な開発目標」(Sustainable Development Goals)
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※本冊子記載の内容は 2024 年 10 月 1 日現在のものです。 
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